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● 急性運動時の代謝応答の検討

● 生活習慣病予防のための効果的な運動処方の開発

●運動トレーニングおよび食串改善による代謝改善効果の検討

曇~lltlilnlll一＇
••r.ir;lj_紐—

・運動による脂阿代謝応答の検証

•生活習憫病関連因子に対する運動の効果の検証

生活習慣病に対する運動の効果に関する講演

鼻、11曇・-・
急性運動脂質代謝糖代謝肥満生活習慣病
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I 研究に使用している機器のこ紹介 I 

1マイクロプレートリ＿ダー

血液や唾液などの試料をマイクロプレートに注入後 阪`光度を測定し｀

それらに含まれる代謝産物の濃度を測定することができる。

1呼気ガス分析装置

マスクを君用し、呼気と吸気ガスを分祈することで、酸素摂取璽や二酸

化炭索排泄豊を測定することができる。それらをもとに、身体のエネルギ

ー消費豊や基質酸化豊 （糖質燃焼豊や脂質燃焼嬰）を推定することが可

能である。
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